
第270号 2023年10月

「表紙のことば」竹内敏夫：21頁　　　窮屈な休憩室◆上山藩の幕末 66 編集子：23頁

「上山城」からのたより 初秋 第171便
上　　山　　城

上山温泉秋祭り『踊り山車』〜屋台山車の記憶〜
小　松　正　明

わが町再見『藤井松平』❸松平信将侯の時代 2
鎌　上　　　宏

ふるさとへの便り 70回 「山びこ学校」
武　田　幹　雄

連載 エッセイ「思い出の始末」
橘　　　千　枝

「殉難二輪草」を鑑賞して
桜　井　和　敏

山形大学花笠踊りグループ「四面楚歌」
大　武　芳　子

管見の楽しみ ④ 葵のご紋との出会いなど
犬　石　秀　実

「山内典子遺書」の謎【第２回】
板　垣　和　男

随想　金子という苗字の人
佐　藤　藤三郎　



前
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
上
山
ゆ
か
り
の
建

築
家
 佐
野
利
器
の
業
績
に
つ
い
て
、
今
回
も
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
前
号
と
重

複
し
ま
す
が
利
器
の
略
歴
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

利
器
は
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
山
形
県

荒
砥
（
現
 白
鷹
町
）
の
山
口
家
に
生
ま
れ
、
米
沢

中
学
在
学
時
に
上
山
町
の
佐
野
家
の
養
子
と
な

り
、
そ
の
後
、
旧
制
第
二
高
等
学
校
か
ら
東
京
帝

国
大
学
建
築
科
に
進
学
し
耐
震
建
築
の
研
究
に

取
り
組
み
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
、「
家
屋
耐

震
構
造
論
」
で
工
学
博
士
号
取
得
。
以
後
、
関
東

大
震
災
後
の
復
興
事
業
の
委
員
を
務
め
、東
京
帝

国
大
学
・
日
本
大
学
・
東
京
工
業
大
学
で
教
鞭

を
と
り
、
清
水
組
（
現
在
の
清
水
建
設
）
の
経
営

に
関
わ
る
な
ど
、長
き
に
わ
た
り
第
一
線
で
日
本

の
建
築
界
を
リ
ー
ド
し
た
人
物
と
な
り
ま
す
。

こ
の
輝
か
し
い
業
績
の
他
に
、利
器
は
、
み
な

さ
ん
が
現
在
、何
気
な
く
目
に
し
て
い
る「
あ
る

も
の
」
を
日
本
に
定
着
さ
せ
た
人
物
で
も
あ
り

ま
す
。

一
つ
目
は
「
メ
ー
ト
ル
法
」
で
す
。
今
か
ら
七

十
年
ほ
ど
前
、
日
本
で
は
「
長
さ
・
面
積
」
の
表

記
方
法
は
、「
尺
貫
法
」・「
ヤ
ー
ド
・
ポ
ン
ド

法
」・「
メ
ー
ト
ル
法
」の
基
準
の
異
な
る
三
種
類

の
方
法
が
乱
立
す
る
、
ま
さ
に
「
戦
国
時
代
」
の

様
相
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
状
況
を
憂
い
た

利
器
は
、
世
界
基
準
の
「
メ
ー
ト
ル
法
」
へ
の
統

一
を
目
指
し
、
そ
の
普
及
に
尽
力
。
そ
の
か
い
あ

っ
て
か
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
、
計
量

法
が
制
定
さ
れ
、公
式
書
類
で
は「
メ
ー
ト
ル
法
」

表
記
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
「
ロ
ー
マ
字
」
で
す
。
ロ
ー
マ
字

も
、今
か
ら
七
十
年
ほ
ど
前
の
日
本
で
は
、「
訓
令

式
」・「
ヘ
ボ
ン
式
」・「
日
本
式
」の
三
種
類
の
表

記
方
法
が
存
在
す
る
、こ
れ
ま
た「
戦
国
時
代
」の

様
相
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。国
は
そ
の
統
一
を
目

指
し
専
門
家
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
ま
す
が
、意

見
は
ま
と
ま
ら
ず
…
。
そ
ん
な
中
、
昭
和
二
十
七

年
三
月
、利
器
は
国
が
設
置
し
た
国
語
審
議
会
の

会
長
に
任
命
さ
れ
、
翌
年
、
ロ
ー
マ
字
表
記
の
統

一
基
準
と
し
て「
第
一・二
表
」（
訓
令
式
を
基
に
し

た
新
た
な
ロ
ー
マ
字
表
記
方
法
）
を
提
案
。
こ
の

案
を
政
府
が
採
用
し
、
昭
和
二
十
九
年
、
国
の
定

め
る
ロ
ー
マ
字
表
記
の
基
準
と
定
め
、
そ
し
て
、

現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

上
山
城
で
は
建
築
界
の
他
に
、
二
つ
の
「
戦
国

時
代
」を
治
め
る
輝
か
し
い
功
績
を
遺
し
た
佐
野

利
器
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
十
一
月
二
十
六
日

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。今
月
二
十
二
日
に
は
記

念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。講
演
会
は
予
約
制
で

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

【
常
設
展
示
室
か
ら
】
抽
選
で
景
品
が
当
た
る
“
ク
イ
ズ
上
山
城
探
検
”
を
毎
月
実
施
中
。
ク
イ
ズ
を
解
き
つ
つ
、
ご
見
学
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●月刊かみのやま巻頭企画

「上山城
お し ろ

」からのたより初秋・第171号

上
山
ゆ
か
り
の
建
築
家
　
佐
野
利
器
の
意
外
な
業
績

メ
ー
ト
ル
法
＆
ロ
ー
マ
字
の
普
及
（
公
財
）
上
山
城
郷
土
資
料
館
学
芸
員
  
長
 南
 伸
 治

大礼服を纏う佐野利器
（企画展展示予定・個人寄贈）

大正 10 年撮影
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挑　戦！

上山のそば・ラーメン
全 店 制 覇

期間 9月1日（金）～12月31日（日）
「上山麺類食堂組合」加盟店18店舗で食事をして

豪華賞品を当てよう！
全てのスタンプがそろったら抽選で

「上山産高級ワイン」を20名様にプレゼント。
詳細は 上山のそば・ラーメン全店制覇 で検索



上山がもっと元気に 
なりますように。

私たちは、そんな願いも込めて
山形新聞を毎日お届けしており
ます。
〜新聞をもっと身近に！〜

山新販売㈱　山形市旅篭町2-5-12
山形メディアタワー6F
☎023-635-6111

上山営業所　上山市弁天２丁目
☎023-672-0259

上山南営業所 上山市石崎１丁目
☎023-673-3541

こんな困りごと
ありませんか？

上山市石崎２丁目1番33号
☎023-672-0364

携帯:080-3330-6973

宝 石・メガネ・時 計

タニエ

キッチンカー などの
出店（短期・定期）も、
随時ご相談承ります。

とても便利ですよ！！
かみのやま温泉駅東口
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に
広
ま
っ
て
喝
采
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
能
か
ら
見
る
と
ま
ね
て
く
ず
し

た
も
の
、
歌
舞
伎
舞
踊
か
ら
み
る
と
神
聖

な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
ま
し
た
。
芝
居
の

年
中
行
事
が
整
っ
て
か
ら
は
能
の『
翁
』に

な
ら
い
、
顔
見
世
、
正
月
の
仕
始
め
式
、劇

場
の
新
築
開
場
式
な
ど
に
「
翁
渡
し
」
と

称
し
て『
式
三
番
』を
舞
う
の
が
決
ま
り
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。な
る
ほ
ど
、中
十
組
の

山
車
屋
台
の
新
築
お
披
露
目
に
三
番
叟

と
い
う
の
は
芸
能
的
に
は
定
番
だ
っ
た
訳

で
す
。

そ
し
て
「
四
季
三
番
叟
」
で
す
。『
四
季

�

�

三
番
草

�
�
�
�
�

』）
と
も
言
い
ま
す
。
開
曲
は
一
八

三
八
年
作
詞
三
枡
屋
二
三
治
、
作
曲
は
二

世
清
元
斎
兵
衛
。
二
世
清
元
延
寿
太
夫
が

初
語
り
を
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

清
元
の
軽
や
か
な
寿
ぎ
の
舞
踊
『
四
季

三
番
叟
』
は
数
あ
る
三
番
叟
物
の
代
表
曲

『
式
三
番
叟
』
を
も
じ
っ
て
洒
落
っ
気
と

粋
な
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
て
清
元
の
特

色
を
生
か
し
た
名
曲
だ
そ
う
で
す
。四
季

の
花
や
樹
木
を
歌
詞
の
中
に
織
り
込
み
、

三
人
で
踊
り
分
け
て
い
く
も
の
で
す
。
と

は
言
っ
て
も
私
は
観
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

さ
て
、
昭
和
九
年
に
新
築
し
た
中
十
組

山
車
（
い
ろ
は
山
車
）
は
来
年
九
十
歳
！

出
発
式
の
祝
舞
で
披
露
し
て
市
民
に
観

て
も
ら
う
の
も
一
興
か
な
と
思
い
ま
す
。

上
山
温
泉
秋
祭
り
『
踊
り
山
車
』

〜
屋
台
山
車
の
記
憶
〜

昭
和
八
年
八
月
、中
十
組（
中
十
日
町
の

山
車
）
で
『
法
被
返
上
事
件
』
が
あ
り
ま
し

た
。
中
十
日
町
の
山
車
は
例
年
町
内
の

『
播
磨
屋
』
の
芸
妓
が
踊
っ
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
年
、播
磨
屋
は
上
十
日
町
と
契
約

し
て
上
十
日
町
の
山
車
で
踊
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ど
の
芸
妓
を
踊
ら
せ
る
か
と
い

う
こ
と
は
消
防
団
の
沽
券
に
か
か
わ
る
事

だ
っ
た
の
で
、
消
防
を
辞
め
る
と
い
う
意

思
表
示
に
播
磨
屋
の
玄
関
先
に
法
被
を
畳

ん
で
置
い
て
き
た
の
で
す
。

当
時
の
消
防
は
警
察
の
委
嘱
で
町
の
治

安
の
要
だ
っ
た
の
で
職
務
を
放
棄
し
た
と

い
う
事
で
大
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
事
件

の
収
拾
を
図
る
た
め
岡
村
利
三
郎
氏
（
部

長
）
と
町
中
老
連
が
町
内
に
諮
っ
て
寄
付

金
を
募
り
、
神
明
造
り
の
屋
根
に
総
檜
造

り
の
立
派
な
山
車
を
作
り
、
翌
九
年
八
月

に
盛
大
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。
大
口
寄
付

を
し
た
で
あ
ろ
う
石
井
伊
惣
治
商
店
前
の

出
発
時
の
記
念
写
真
が
残
り
、
そ
の
山
車

は
平
成
二
十
一
年
大
改
修
を
し
て
現
在
も

曳
き
回
し
て
い
ま
す
。

そ
の
お
披
露
目
時
の
写
真
に
写
る
出
し

物
演
題
は『
四
季
三
番
叟
』で
し
た
。一
体

ど
う
い
う
踊
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？
 

三
番
叟
と
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
何
々

三
番
叟
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
踊
り
山
車

で
は
よ
く
踊
り
初
め
の
祝
舞
や
納
め
の
千

秋
楽
の
演
目
で
披
露
さ
れ
ま
す
。
第
三
十

一
回（
二
〇
〇
九
年
）で
は
赤
堀
つ
る
叟
師

匠
の『
福
寿
三
番
叟
』、第
三
十
六
回
に『
叟

紫
庵
三
番
叟
』
山
形
舞
子
で
は
第
二
十
八

回
か
ら
九
回
も『
寿
三
番
叟
』が
披
露
さ
れ

て
い
ま
す
。

『
三
番
叟
』と
は
能
の
祝
言
曲
、父
尉

�
�
�
�
�
�、翁

（
式
三
番
）
の
後
半
に
狂
言
方
が
三
番
目
に

演
じ
る
舞
の
事
で
す
。

室
町
時
代
か
ら
父
尉
を
省
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
の
呼
び
名
で
猿

楽
師
が
演
じ
て
大
蔵
流
で
は『
三
番
三
』と

書
き
ま
す
。
翁
の
舞
い
が
天
下
泰
平
を
祈

り
、
三
番
叟
は
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
舞
わ

れ
ま
す
。
直�

�

面�
�

で
舞
う
揉
み
の
段
と

黒
尉
面

�
�
�
�
�
�
�

で
舞
う
鈴
の
段
が
あ
り
ま
す
。
と

こ
こ
ま
で
調
べ
て
い
ち
い
ち
知
ら
な
い
言

葉
だ
け
で
何
の
事
だ
か
ち
っ
と
も
理
解
出

来
ま
せ
ん
。『
ド
ン
ト
・
シ
ン
ク
、
フ
ィ
ー

ル
』
と
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
も
言
っ
て
い
ま

す
が
千
年
の
伝
統
を
短
い
言
葉
で
理
解

す
る
の
は
鼻
か
ら
無
理
と
い
う
事
な
の
で

し
ょ
う
。『
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
』
が
結
論
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
他
の
多
く
の

芸
能
と
同
じ
よ
う
に
宗
教
的
で
神
聖
な
能

か
ら
猿
楽
能（
能
を
ま
ね
た
も
の
）に
変
化

し
て
狂
言
の
演
目
と
な
り
、
人
形
浄
瑠
璃

芝
居
か
ら
歌
舞
伎
の
演
目
、
舞
踊
と
一
般



「
そ
の
兄
は
才
覚
な
く
弟
八
弥
は
行
き
詰
ま

っ
て
切
腹
」
し
ま
し
た
。
弟
の
切
腹
か
な
わ

ず
兄
源
治
が
介
錯

�
�
�
�
�、

あ
ろ
う
こ
と
か
遺
骸
を

放
置
、
こ
と
が
露
見
し
取
り
調
べ
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
兄
介
錯
せ
ず
と
も
死
に
果

て
た
と
の
評
議
で
、
兄
は
「
永�

�

の
お
暇�

�

下
さ

れ
山
形
領
へ
所
払
い
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
こ
と
に
前
代
未
聞
の
こ
と
、
森

鴎
外
著
『
高
瀬
舟
』
と
同
じ
顛
末

�
�
�
�

の
事
件
が

世
を
覆
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
歴
史
の
隘
路

�
�
�

と
い
う
べ
き
事
も
あ

り
ま
し
た
。
享
保
年
間
、
全
国
や
福
島
で
騒

動
が
発
生
、
そ
の
情
報
が
出
羽
に
も
及
ん
だ

の
で
し
ょ
う
、
山
形
城
下
で
も
事
件
が
発

生
。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
五
月
、
山
形

町
民
が
二
夜
か
け
て
談
合
し
千
人
ほ
ど
が
七

日
町
、
十
日
町
、
八
日
町
の
米
屋
を
襲
撃
、

「
家
を
打
ち
こ
わ
し
、
散
々
に
打
ち
散
ら
し

た
」
。
と
こ
ろ
が
山
形
城
主
堀
田
正
亮
氏
は

老
中
に
抜
擢

�
�
�
�

さ
れ
下
総
佐
倉
（
千
葉
）
へ
転

封
、
配
下
家
中
は
旅
立
ち
途
中
で
吉
原
村
に

い
て
、
ま
た
次
の
領
主
松
平
和
泉
守
乗
佑
氏

は
ま
だ
入
部
に
な
ら
ず
市
中
取
り
締
ま
り
が

疎
か
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
「
松
平
家
の
町
奉
行

は
（
狼
藉

�
�
�
�

衆
で
な
く
当
の
）
三
軒
の
米
屋
を
呼

び
出
し
（
呼
び
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
）

て
、
平
日
の
心
が
け
宜
し
か
ら
ず
と
米
屋
を

籠
（
牢
）
に
入
れ
た
」
と
他
領
の
こ
と
ん
が

ら
書
き
（
聞
き
）
と
ど
め
て
い
ま
す
。

上
山
一
大
事
件
へ
の
伏
線
を
見
て
き
ま
し

た
。
こ
の
後
に
「
見
目
原

�
�
�
�
�

一
揆
」
を
見
て
い

き
ま
す
が
、
上
山
諸
資
料
は
他
国
と
の
つ
な

が
り
を
多
く
書
き
記
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。

幕
藩
の
平
和
も
百
年
が
経
つ
と
、
消
費
者
武

家
の
財
政
の
手
立
て
、
新
田
開
発
、
新
貨
幣

運
用
策
な
ど
弥
縫

�
�
�

（
修
繕
策
）
の
手
を
打
ち
出

さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
自
然

災
害
が
広
く
顕
在
化
し
上
山
で
の
一
大
事
件

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

参
考
文
献
：「
上
山
市
史
」、「
藤
井
御
殿
記
」⓵
、「
上
山
年
代

略
記
」
②
、「
上
山
郷
土
史
」
⑫
、「
上
山
三
家
見
聞
日
記
」

⑰
、「
奥
海
道
五
巴
」
㉔
な
ど
を
参
照
し
ま
し
た
。
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か
み
の
や
ま
博
物
館
連
絡
会

講  演  会
天翔ける獅子

－建築の巨人・佐野利器
講師：宮野悦夫氏（山形県産業科学館館長）

■ 日時 10月22日（日）14時開始
■ 定員 40名（事前予約制・先着順）

■ 申込締切 10月21日（土）

■ 料金 上山城入館料

前
号
で
信
将
侯
時
代
初
め
に
疫
病

�
�
�
�
�が

流
行

�

�

る
な
か
町
方
・
在
方
に
観
音
堂
な
ど
が
建
立

さ
れ
地
域
民
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
七
〇
〇
年
代

前
半
の
信
将
侯
時
代
は
疫
病
、
天
変
地
異
が

あ
り
、
蝗�

�
�・

ウ
ン
カ
の
害
虫
発
生
、
大
洪
水

に
よ
る
米
穀
不
作
、
結
果
と
し
て
飢
饉
が
続

き
ま
し
た
。

先
ず
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
七
月
に
、

甲
石

�
�
�
�
�

村
で
大
洪
水
が
発
生
し
、
農
家
・
田
畑

が
洪
水
で
荒
ら
さ
れ
ま
し
た
。
単
純
な
自
然

災
害
で
は
な
く
米
増
収
の
た
め
新
田
畑
を
切

り
拓
い
た
結
果
、
山
林
原
野
の
保
水
力
が
失

わ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
背
景
が
新
し
く
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

元
禄
を
過
ぎ
八
代
将
軍
吉
宗
の
享
保
の
改

革
（
一
七
一
六
）
の
頃
か
ら
武
家
が
富
商
に

比
べ
貧
困
化
し
末
端
の
藩
士
た
ち
の
生
活
は

質
素
を
極
め
ま
し
た
。
あ
ろ
う
こ
と
か
九
月

に
上
山
役
所
、
賄
い
方
鈴
木
某
が
賭
博

�
�
�

借
金

で
行
き
づ
ま
り
切
腹
す
る
事
件
が
発
生
、
二

才
の
男
の
子
は
成
人
す
る
ま
で
身
柄
お
預
け

と
な
り
ま
し
た
。
給
金
が
少
な
い
質
素
な
生

活
に
何
ら
か
の
気
惑
い
で
博
打

�
�
�

を
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
年
号
改
ま
っ
て
延
享
（
一
七
四

四
）
に
な
り
幕
府
は
「
古
金
（
貨
幣
）
」
通

用
の
お
触
れ
を
発
し
、
財
政
施
策
に
あ
の
手

こ
の
手
を
講
じ
ま
す
。

さ
て
、
先
の
北
の
甲
石
に
続
い
て
東
郷

村
、
南
の
金
山
村
、
楢
下
村
な
ど
で
山
津
波

が
発
生
、
ご
城
下
「
三
町
共
に
一
面
に
水
押

し
入
り
」
と
領
内
一
円
大
水
が
出
ま
し
た
。

楢
下
村
で
一
昨
年
本
陣
塩
屋
の
新
築
に
あ
た

り
土
蔵
の
解
体
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

土
蔵
壁
に
出
水
被
害
の
た
め
造
り
替
え
た
と

い
う
棟
梁
墨
跡
が
あ
り
、
古
記
日
記
（
⑰
）

の
記
録
と
一
致
し
ま
し
た
。
楢
下
村
の
山
津

波
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
前
川
上
流
の
多

雨
で
二
日
町
、
十
日
町
、
裏
町
、
北
町
、
新

丁
の
大
洪
水
被
害
の
様
子
も
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
関
東
、
北
国
に
山
つ
な
み
」

「
百
年
来
の
大
変
事
」
と
続
き
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
領
内
で
は
人
足
数
千
人
が
復
旧
に
あ

た
り
ま
し
た
。
緊
急
災
害
指
定
に
よ
る
財
政

出
動
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
原
資
は
役
所
備

蓄
か
ら
ゆ
く
ゆ
く
農
民
負
担
に
変
え
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
、
延
享
２
年

（
一
七
四
五
）
は
凶
作
で
、
米
価
が
高
騰
し

ま
し
た
。
幕
府
施
策
と
諸
藩
の
細
か
な
関
係

事
情
を
こ
こ
で
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
「
上
山
ご
家
中
山
下
源
治
と
申

す
侍
の
弟
で
山
下
八
弥
と
い
う
侍
が
身
の
上

不
如
意

�
�
�
�

に
つ
き
江
戸
詰
め
勤
め
か
ね
江
戸
詰

め
が
思
わ
し
く
な
く
）
、
国
へ
帰
っ
て
兄
の

宅
に
身
を
寄
せ
て
金
子
才
覚
し
て
再
び
江
戸

に
上
ろ
う
と
心
が
け
」
て
い
ま
し
（
た
。
が
、

お問合せ・お申し込み

わ
が
町
再
見
『
藤
井
松
平
』
❸
「
松
平
信
将

�
�
�
�

侯
」
２
「
見
目
原

�
�
�
�
�

騒
動
の
前
夜
」

（
水
岸
山
観
音
寺
住
職
）

開  館 9:00〜16:30
休館日；毎週火曜日
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「写経会」：毎月第４土曜日９時から
「ご詠歌会」：毎月第１水曜日１時30分から

最上三十三観音第十番
上山三十三観音第一番

水岸山慈眼院観音寺
山形県上山市十日町9—29　電話023-672-1421

◆
連
載
◆

ふ
る
さ
と
へ
の
便
り
 第七
〇
回

武
　
田
　
幹
　
雄

社
会
派
の
今
井
正
監
督
。
無
着
さ
ん
を
木

村
功
、
父
役
を
滝
沢
修
が
演
じ
、
岡
田
英

二
、
東
野
英
治
郎
、
殿
山
泰
司
と
、
当
時
の

名
だ
た
る
俳
優
が
名
を
連
ね
た
。
映
画
は

制
作
中
、資
金
不
足
に
陥
り
、救
い
の
手
を

差
し
伸
べ
た
県
教
組
の
駒
沢
常
治
さ
ん
は

当
時
、副
書
記
長
兼
総
務
部
長
。上
中
卒
業

生
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ｏ
Ｂ
の
た
ま
り
場
、
東

京
・
日
本
橋「
ジ
ジ
＆
バ
バ
」駒
沢
幹
夫
君

の
父
君
。

終
戦
の
日
、後
輩
の
Ｋ
君
が「
自
分
の
原

点
は
中
学
時
代
に
あ
る
と
思
う
」
と
コ
ラ

ム
に
書
い
て
い
た
。
Ｋ
君
は
私
立
明
星
学

園
の
卒
業
生
。無
着
さ
ん
は
数
年
後
、山
元

村
を
離
れ
駒
澤
大
学
で
仏
教
を
学
び
、
明

星
学
園
の
教
諭
か
ら
教
頭
に
な
っ
て
い

る
。
通
信
簿
は
な
く
小
中
高
十
二
年
の
一

貫
教
育
校
。国
語
の
授
業
は
詩
の
音
読
、社

会
科
で
は
徹
底
的
に
反
戦
思
想
を
た
た
き

込
ま
れ
た
と
い
う
。

猛
暑
が
続
い

た
九
月
初
旬
、千

葉
県
香
取
郡
多

古
町
の
一
鍬
山

福
泉
寺
を
訪
ね

た
。乞
わ
れ
て
住

職
を
引
き
受
け
、

私
財
を
投
じ
て

無
着
さ
ん
が
再

建
し
た
寺
。来
意

を
告
げ
、
第
二
十
九
世
大
和
尚
の
納
骨
前

の
遺
骨
と
位
牌
を
前
に
手
を
合
わ
せ
て
き

た
。
山
元
中
学
校
は
二
〇
〇
九
年
廃
校
に

な
っ
た
。無
着
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
、ま
た

一
つ
昭
和
の
歴
史
が
幕
を
閉
じ
た
。
ご
冥

福
を
祈
り
た
い
。

昭
和
の
教
育
者
と
し
て
多
く
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
残
し
た
無
着
成
恭
さ
ん
が
七
月
二

十
一
日
、九
十
六
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

お
会
い
し
た
こ
と
は
な
い
。
思
い
出
と
言

え
ば
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
全
国
子
供
電
話
相

談
室
」
熱
心
な
リ
ス
ナ
ー
で
は
な
か
っ
た

が
、山
形
の
方
言
を
交
え
て
、子
供
の
素
朴

な
疑
問
と
無
理
難
題
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
答

え
る
無
着
さ
ん
。
四
十
四
年
続
い
た
長
寿

番
組
の
回
答
者
だ
っ
た
。

無
着
さ
ん
を
有
名
に
し
た
「
山
び
こ
学

校
」と
い
う
学
級
文
集
。山
形
師
範（
山
形
大

学
）を
出
た
二
十
一
歳
の
青
年
教
師
が
、バ

ス
も
通
わ
な
い
僻
地
一
級
校
の
山
元
中
学

校
に
赴
任
。受
け
持
っ
た
四
十
三
人
の
生
活

綴
り
方
文
集
を
世
に
送
り
出
し
た
。
当
時

の
行
政
区
分
は
南
村
山
郡
山
元
村
。上
山
市

に
編
入
合
併
し
た
の
は
一
九
五
七
年
（
昭
和

三
十
二
年
）。

戦
前
の
皇
民
教
育
か
ら
俄
か
民
主
主
義

に
変
わ
っ
た
教
育
の
混
乱
期
。文
集
は
、や

が
て
日
本
中
の
耳
目
を
集
め
る
こ
と
に
な

る
。
は
じ
め
は
「
き
か
ん
し
ゃ
」
と
い
う
ガ

リ
版
刷
り
の
文
集
が
、
中
央
の
教
育
者
、マ

ス
コ
ミ
に
知
れ
渡
り「
山
び
こ
学
校
」と
名

を
変
え
青
銅
社
か
ら
出
版
。
す
る
と
瞬
く

間
に
十
二
万
部
を
売
り
上
げ
る
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
。
僕
が
手
に
し
て
い
る
の

は
二
〇
二
二
年
、岩
波
文
庫
か
ら
出
た
二
十

六
刷
目
。
東
北
、
山
形
の
寒
村
の
生
活
が
、

子
供
の
目
に
映
っ
た
あ
り
の
ま
ま
を
、
山

形
、
村
山
地
方
の
方
言
で
紡
が
れ
て
い
る
。

上
山
市
内
か
ら
わ
ず
か
十
数
㌔
。
大
平
山

（
七
一
四
㍍
）
の
向
こ
う
の
生
活
風
景
だ
。

そ
の
中
で
江
口
江
一
さ
ん
の「
母
の
死
と

そ
の
後
」は
文
部
大
臣
賞
を
受
け
た
。医
者

に
も
行
け
ず
死
ん
だ
母
の
三
十
五
日
法
要

の
後
、
弟
が
母
の
実
家
に
も
ら
わ
れ
て
い

く
。
家
の
仕
事
の
合
間
に
学
校
に
行
く
生

活
を
何
と
か
で
き
な
い
か
と
、
級
長
の
佐

藤
藤
三
郎
さ
ん
ら
が
話
し
合
い
手
助
け
す

る
話
。
農
地
が
解
放
さ
れ
た
と
は
い
え
耕

地
面
積
が
狭
い
当
時
の
生
活
が
手
に
取
る

よ
う
に
分
か
り
、
読
み
進
め
る
ほ
ど
に
切

な
さ
が
こ
み
上
げ
る
。

無
着
さ
ん
と「
山
び
こ
学
校
」の
そ
の
後

は「
遠
い『
山
び
こ
』」（
佐
野
眞
一
、文
春
文

庫
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
卒
業
式
で

「
こ
の
三
年
間
、
本
物
の
勉
強
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
」
と
答
辞
を
読
ん
だ
佐
藤
藤
三
郎

さ
ん
は
上
山
農
高
に
進
み
、往
復
三
十
㌔
の

道
の
り
を
自
転
車
で
通
っ
た
。
無
着
さ
ん

を
一
番
知
る
一
人
で
「
底
流
か
ら
の
証
言
」

な
ど
多
く
の
著
書
が
あ
る
。こ
の「
か
み
の

や
ま
」
に
エ
ッ
セ
ー
を
寄
せ
て
い
る
佐
藤

藤
三
郎
さ
ん
だ
。

「
山
び
こ
学
校
」
は
発
行
後
一
年
で
映
画

化
さ
れ
て
い
る
。
注
目
度
が
窺
い
知
れ
る

が
監
督
は
、そ
の
後
、被
差
別
部
落
を
描
い

た「
橋
の
な
い
川
」で
メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ
た

（
上
山
出
身
：
千
葉
市
在
住
）
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アライ美容院アライ美容院

泡エステで10歳、
若返りませんか！

♡ニキビ・
吹き出物

♡シミ・小じわ
♡アトピーなど

♡毛穴の黒ずみ
♡手の荒れ

♡美白・
リフトアップ

ムース♥デコ

特許取得
原点に戻った新発想

他店にはないメニュー！

SOPHIA
tel&fax. 023- 673- 0517

上山市南町2-7

SOPHIA
tel&fax. 023- 673- 0517

上山市南町2-7

いい秋にしようね。
連
載
 随
筆
 �

思
い
出
の
始
末
　

橘
　
 千
 枝

（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

母
が
亡
く
な
っ
て
一
年
あ
ま
り
。
親
が
不

在
の
人
生
は
遅
か
れ
早
か
れ
誰
も
が
経
験

す
る
こ
と
だ
が
、「
娘
」
で
は
な
い
、
一
人
の

人
間
と
し
て
生
き
て
行
く
覚
悟
が
定
ま
る

と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
生
き
て
来
た
、
人
と

し
て
の
器
量
も
改
め
て
露
わ
に
な
る
よ
う

な
感
覚
が
あ
る
。
残
さ
れ
た
も
の
が
単
な
る

「
ご
み
」
に
な
る
か
ど
う
か
も
、
そ
れ
を
残
し

た
人
間
の
器
量
次
第
だ
ろ
う
。
親
の
価
値
観

か
ら
逃
れ
て
、
や
っ
と
自
分
の
尺
度
で
生
き

ら
れ
る
気
が
す
る
。

こ
こ
数
年
ず
っ
と
、
空
き
家
と
な
っ
た
実

家
を
片
づ
け
て
い
る
。
古
い
道
具
や
家
具
を

処
分
す
る
に
も
時
間
と
経
費
が
か
か
っ
た

が
、
意
外
に
大
変
だ
っ
た
の
は
、
旅
行
三
昧

だ
っ
た
両
親
の
残
し
た
大
量
の
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
数
々
。
観
光
地
の
マ
ッ
プ

や
絵
は
が
き
、
旅
館
案
内
は
も
ち
ろ
ん
、
箸

袋
や
飛
行
機
の
機
内
食
の
添
え
物
さ
え
。

「
何
で
こ
ん
な
も
の
ま
で
取
っ
て
お
く
ん

だ
！
」
と
一
人
で
愚
痴
を
言
い
な
が
ら
次
々

と
ゴ
ミ
袋
に
放
り
込
み
、
そ
れ
だ
け
で
何
十

袋
あ
っ
た
こ
と
か
。
昭
和
の
旅
行
は
何
も
か

も
が
目
新
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

気
軽
に
旅
行
に
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
社
会
の
豊
か
さ
の
現
わ
れ
だ
。

戦
時
中
に
青
春
時
代
を
送
っ
た
両
親
に
と
っ

て
は
幸
せ
な
時
間
だ
っ
た
の
だ
。
家
族
旅
行

に
加
え
、
職
員
旅
行
や
同
窓
会
、
親
戚
兄
弟

姉
妹
と
の
旅
行
。
海
外
ツ
ア
ー
も
た
く
さ

ん
。
行
っ
た
先
々
の
地
名
や
名
称
が
書
い
て

あ
る
飾
り
物
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
も
山
ほ
ど
。

マ
ッ
チ
箱
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
当
地
の
酒
瓶
の

果
て
ま
で
大
量
に
遺
さ
れ
て
あ
っ
て
辟
易

し
た
。

し
か
し
血
は
争
え
な
い
、
私
も
実
は
旅
好

き
。
あ
ち
こ
ち
行
け
ば
、
ほ
ら
、
あ
れ
も
こ

れ
も
持
っ
て
帰
り
た
く
な
る
。
持
ち
帰
っ
て

来
た
ら
、
し
ば
ら
く
は
眺
め
て
思
い
出
に
浸

る
け
ど
、
そ
の
後
の
始
末
に
困
る
。
最
初
の

う
ち
は
、
き
ち
ん
と
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
て

い
た
が
、
最
近
は
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て

い
る
。ま
ず
い
、こ
の
ま
ま
で
は
同
じ
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。

だ
っ
て
ほ
ら
、こ
の
箸
袋
、裏
に
ご
当
地
温

泉
小
唄
が
書
い
て
あ
る
し
。
こ
の
ホ
テ
ル
も

良
い
思
い
出
だ
し
、
も
う
二
度
と
行
く
こ
と

も
な
い
だ
ろ
う
高
級
な
と
こ
ろ
で
…
。
息
子

は
「
さ
ん
ざ
ん
文
句
を
言
っ
て
い
た
く
せ

に
」「
そ
ん
な
も
の
残
さ
れ
て
も
困
る
ん
だ

か
ら
な
」と
冷
た
い
目
を
向
け
る
。だ
っ
て
ぇ

～
、い
つ
か
ま
た
見
る
も
ん
。も
う
ど
こ
に
も

行
け
な
く
な
っ
た
ら
、
思
い
出
に
浸
る
ん
だ

も
ん
…
と
、
い
く
ら
で
も
言
い
訳
が
湧
い
て

く
る
（
汗
）。

終
活
や
断
捨
離
な
ん
て
言
葉
の
な
い
時
代

を
生
き
た
人
た
ち
は
、
す
べ
て
を
残
し
て
い

な
く
な
っ
た
。
大
量
生
産
大
量
消
費
の
時
代

以
前
は
、
残
す
こ
と
が
財
産
に
も
な
っ
た
か

ら
疑
問
に
も
思
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
実
家

も
明
治
・
大
正
ど
こ
ろ
か
、
う
っ
か
り
す
る

と
江
戸
時
代
の
も
の
ま
で
出
て
来
る
か
ら
、

も
は
や
断
捨
離
う
ん
ぬ
ん
の
レ
ベ
ル
を
超
え

て
い
る
。

し
か
し
両
親
を
見
送
っ
て
想
う
の
は
、
生

き
方
は
自
分
で
選
べ
て
も
、
死
に
方
は
自
分

の
思
い
ど
お
り
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
。今
は
、自
分
で
ど
こ
に
も
行
け
な
く
な
っ

た
ら
、写
真
や
旅
行
フ
ァ
イ
ル
を
眺
め
た
り
、

せ
い
ぜ
い
庭
の
花
木
の
手
入
れ
を
し
て
過
ご

そ
う
な
ん
て
考
え
て
い
る
け
ど
、そ
ん
な「
計

画
」
は
あ
っ
て
無
き
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

若
い
頃
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
「
あ
と
何

年
あ
る
？
」。
思
い
出
は
、
そ
れ
を
体
験
し
た

人
間
だ
け
の
も
の
で
、周
り
に
と
っ
て
は「
ご

み
」同
然
だ
。本
当
に
大
事
な
も
の
と
、今
の

自
分
に
と
っ
て
だ
け
大
事
な
も
の
を
分
け
て

お
こ
う
。そ
し
て
ま
た
旅
に
出
て
、生
き
て
い

る
悦
び
を
噛
み
し
め
よ
う
。そ
れ
が
、今
で
き

る
精
一
杯
の
終
活
と
思
っ
て
い
る
。
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手づくり洋食を

定休：
木曜日

レ ス ト ラ ン

ご家族連れでどうぞ

駅東口より徒歩5分

ご 商 談 ・ ご 宴 会 に
二階宴会場をご利用下さい

上 山 市 新 湯 6 - 3 4

割り子そば 

石臼挽きそば

あ
の
事
件
の
こ
と
を
忘
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。教
え
子
が
命
に
係
わ
る
よ
う
な
問

題
・
事
故
は
無
く
無
事
に
職
歴
を
終
え
た

自
分
は
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。あ
の
事
件
か

ら
53
年
の
星
霜
を
経
て
い
ま
す
が
、私
た
ち

同
期
生
は
決
し
て
風
化
さ
れ
る
こ
と
な
く

語
り
伝
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。幸
い
に
も
琵
琶
演
奏
に
よ
る

こ
の
度
の
企
画
『
殉
難
の
二
輪
草
』
は
池
田

青
水
氏
に
よ
る
新
作
で
あ
り
、し
か
も
本
県

に
ゆ
か
り
の
あ
る
物
語
で
す
の
で
、あ
の
水

難
事
故
を
ご
存
知
の
方
や
私
た
ち
山
大
同

期
生
は
是
非
鑑
賞
し
て
み
た
い
と
思
っ
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ス
テ
ー
ジ
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
殉
難
の
碑

と
事
故
が
あ
っ
た
現
場
の
最
上
川
を
背
景

に
ロ
上
の
内
容
を
モ
ニ
タ
ー
で
表
示
さ
れ

た
の
も
大
変
解
り
易
か
っ
た
。

【
参
考
資
料
と
し
て
】

殉
難
の
碑
に
は
次
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
 

『
お
の
が
身
は
か
へ
り
み
ず
し
て
　
教
え

子
の
生
命
護
り
し
　
人
ぞ
尊
き
』

文
部
大
臣
　
坂
田
道
太
　

殉
難
教
師
を
偲
ん
で

ー
、
雪
解
け
水
の
　
最
上
川

濁
流
　
渦
巻
く
　
渡
船
上

エ
ン
ジ
ン
火
を
噴
き
　
諸
共
に

押
し
流
さ
れ
し
　
川
の
中

二
、
慌
て
ず
　
子
ら
に
　
腕
組
ま
せ

与
え
し
　
指
示
も
　
手
際
よ
く

助
け
を
見
届
け
　
カ
つ
き

水
に
飲
ま
れ
し
　
君
あ
は
れ

三
、
最
上
の
流
れ
　
変
わ
り
な
く

君
の
お
こ
な
い
　
永
遠
に
は
ゆ

教
え
の
神
に
　
祭
ら
れ
ど

帰
ら
ぬ
君
を
　
惜
し
む
ら
ん

若
き
い
の
ち
を
　
惜
し
む
ら
ん

【
後
藤
留
吉
 作
詞
、
斎
藤
次
郎
 作
曲
、

三
森
 聡
 採
譜
】

『
殉
難
二
輪
草
』
を
鑑
賞
し
て
 

第
22
回
国
際
音
楽
の
日
記
念
演
奏
会
が

令
和
５
年
９
月
９
日（
土
）、山
形
市
中
央
公

民
館（
ア
ズ
七
日
町
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
形
音
楽
振
興
会
が
主
催
の
年
１
回
の
恒

例
行
事
で
、
私
は
発
足
当
時
か
ら
当
会
員
と

し
て
出
演
し
た
り
推
進
に
携
わ
っ
て
お
り

ま
す
。“
邦
楽
と
洋
楽
の
融
合
”を
テ
ー
マ
に

演
奏
会
や
講
習
会
・
研
修
会
を
通
し
な
が

ら
本
県
独
自
の
音
楽
活
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て

も
邦
楽
の
団
体
、
洋
楽
の
団
体
、
そ
れ
に
邦

楽
器
と
洋
楽
器
を
取
り
入
れ
た
演
奏
な
ど

が
渾
然
一
体
と
な
り
、“
邦
楽
と
洋
楽
の
融

合
”
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
形
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

特
に
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
注
目
を
引

い
た
の
は
ス
テ
ー
ジ
１
の
大
内
隆
作
の
『
殉

難
二
輪
草
』
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
池
田
青
水
氏
に
よ
る
琵
琶
弾
き
語
り
の

熱
演
に
鳴
咽
、
す
す
り
泣
い
た
人
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

実
は
１
９
７
０
年（
昭
和
45
年
）４
月
24
日
、

最
上
郡
戸
沢
村
古
口
小
学
校
柏
沢
分
校
で

起
こ
っ
た
渡
し
舟
の
転
覆
事
故
を
題
材
に

し
た
悲
劇
の
物
語
で
す
。

教
諭
の
伊
藤
弘
、
小
関
正
芳
両
名
に
よ
る

殉
職
に
つ
い
て
は
当
時
大
き
な
話
題
と
な

り
ま
し
た
。
両
教
諭
は
運
動
会
練
習
の
た
め

児
童
８
名
を
白
糸
分
校
に
引
率
し
て
の
帰

り
で
し
た
。
渡
し
舟
の
エ
ン
ジ
ン
が
突
然
外

部
に
火
を
噴
き
出
し
、
大
騒
ぎ
と
な
り
舟
が

バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
転
覆
し
た
の
で
す
。
先

生
、
生
徒
全
員
が
水
嵩
も
増
し
た
流
れ
も
速

い
最
上
川
に
投
げ
出
さ
れ
ま
し
た
。
両
先
生

は
と
っ
さ
の
判
断
で
生
徒
た
ち
に
手
を
組

ま
せ
円
陣
を
作
る
よ
う
指
示
し
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
は
正
し
い
判
断
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
生
徒
た
ち
は
散
り
散

り
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
、
救
い
様
が

全
く
無
い
ど
こ
ろ
か
全
員
が
溺
死
に
至
っ

た
事
だ
ろ
う
。
や
が
て
助
け
舟
が
到
着
し
懸

命
に
救
助
に
当
た
っ
た
両
先
生
の
活
躍
振

り
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
わ
が
身
よ
り
生
徒

た
ち
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
感
に

渾
身
の
カ
を
振
り
絞
っ
て
救
助
に
当
た
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
徒
全

員
が
救
助
さ
れ
た
の
を
見
届
け
た
後
、
カ
尽

き
て
水
中
に
没
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。新
採

教
師
と
し
て
た
っ
た
２
年
余
り
、
事
故
に
遭

わ
な
け
れ
ば
前
途
洋
々
た
る
ニ
人
の
青
年

教
師
は
大
き
な
希
望
に
燃
え
、
将
来
ど
ん
な

教
師
像
を
描
い
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
か
…
。

そ
の
青
年
教
師
の
殉
死
を
悼
み
、
翌
年
の

４
月
28
日
に
事
故
が
発
生
し
た
最
上
川
の

ほ
と
り
に
【
殉
難
の
碑
】
が
建
立
さ
れ
た
の

で
す
。

殉
職
者
の
小
関
正
芳
氏
は
私
と
同
じ
山

形
大
学
教
育
学
部
で
の
同
期
生
で
す
の
で

殊
更
他
人
事
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
私
は
教
職

を
去
っ
て
早
18
年
に
な
り
ま
す
が
一
時
も

桜
　
井
　
和
　
敏
　

（
山
形
市
在
住
・
上
山
市
出
身
）
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◆
お
か
げ
さ
ま
で
売
れ
て
ま
す
！

わ
ん
に
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ

「
猫
の
手
マ
ド
レ
ー
ヌ
」

「
わ
ん
わ
ん
ド
ー
ナ
ッ
ツ
」

「
し
っ
ぽ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」
 

上
山
城
登
り
口
☎
六
七
二
—
〇
一
六
九

協賛していただける
スポンサー様を募集
しております。

文化的に潤いのある故郷
づくりに、少しでも寄与出来
たらという願いをこめて、
2001 年 5 月号より発行し
続けております。

ご協賛頂けたら幸甚です。
ご 連 絡 は

▼
☎ 023-672-8581

高
校
一
年
に
な
っ
た
孫
の
一
人
が
今
年
の
花
笠
ま
つ
り
に
参

加
し
た
。

「
山
形
大
学
の
『
四
面
楚
歌
』
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た

よ
。」
　
あ
、
あ
、
な
ん
と
運
命
の
巡
り
合
わ
せ
だ
ろ
う
か
。

山
形
大
学
教
育
学
部
の
教
員
だ
っ
た
時
代
の
事
で
あ
る
。

初
代
の
花
笠
ま
つ
り
の
部
長
さ
ん
は
女
性
で
あ
っ
た
。
体
育

館
は
一
つ
し
か
な
い
時
代
で
も
あ
り
、
部
長
さ
ん
は
活
動
す
る

場
所
を
確
保
す
る
の
に
困
っ
て
い
た
。バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
等
は
男
女
共
に
練
習
を
す
る
。
花
笠
踊
り
は
外
で
も

や
る
事
は
出
来
て
も
雨
の
日
は
困
る
。

私
は
国
立
大
学
・
私
立
大
学
合
同
の
研
究
会
に
学
生
と
共
に

参
加
し
て
い
た
の
で
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
ダ
ン
ス
部
を
中

心
に
有
志
を
集
め
て
練
習
す
る
。舞
台
稽
古
な
の
で
、裸
足
で
踊

り
、床
の
感
覚
を
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。雨
の
日
が
続
い

て
、
外
で
の
練
習
が
出
来
ず
困
っ
て
し
ま
っ
た
部
長
さ
ん
が
私

の
所
に
来
た
。

「
芳
子
先
生
、
三
十
分
く
ら
い
で
い
い
ん
で
す
。
私
達
に
場
所

を
貸
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」

本
当
に
困
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

「
四
面
楚
歌
状
態
か
ぁ
。
三
十
分
位
な
ら
い
い
で
し
ょ
う
」

山
形
大
学
花
笠
踊
り
グ
ル
ー
プ「
四
面
楚
歌
」の
こ
と
な
ど

大
武
芳
子

（
上
山
市
出
身
）

「
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

彼
女
は
涙
ぐ
ん
で
い
た
。
私
は
自
分
が
中
学
校
の
教
師
か
ら

大
学
の
教
官
に
な
っ
た
第
一
号
だ
っ
た
の
で
、
四
面
楚
歌
は
私

の
心
理
状
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
み
ん
な
優
し
か
っ
た
か
ら

こ
そ
成
立
す
る
の
に
・
・
・
。
そ
う
い
う
事
を
理
解
す
る
に
は

時
間
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

「
花
笠
踊
り
部
」か
ら「
四
面
楚
歌
」に
な
っ
た
経
過
に
は
、初

代
の
部
長
さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
事
も
受
け
継
い

で
も
ら
え
た
。

漢
字
に
強
く
な
る
本
〜

光
文
書
院
か
ら
引
用

【
四
面
楚
歌
】

楚
の
項
羽
は
漢
の
劉
邦
と
天
下
の
覇
を
争
い
、
五
年
間
に
渡
っ
て
血
み

ど
ろ
の
戦
を
繰
り
広
げ
た
。紀
元
前
二
〇
二
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。兵
は
少

な
く
食
料
も
尽
き
て
い
た
。
夜
に
な
る
と
何
処
か
ら
と
も
な
く
歌
声
が
流

れ
て
き
た
。
東
か
ら
も
西
か
ら
も
、
南
か
ら
も
、
あ
る
い
は
遠
く
、
あ
る
い

は
近
く
か
ら
も
、み
ん
な
懐
か
し
い
楚
の
歌
な
の
だ
。項
羽
は
四
面
楚
歌
を

聞
き
、「
漢
は
も
う
す
っ
か
り
楚
を
手
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
な
ん
と

ま
あ
楚
人
が
多
い
こ
と
よ
」と
嘆
息
し
た
。見
事
な
張
良
の
歌
声
作
に
引
っ

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
漢
軍
に
く
だ
っ
た
楚
の
兵
士
達
が
歌
っ

た
も
の
だ
っ
た
。［
史
記
］

挿画：村上百花
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山形県知事許可「高度管理医療機器
等販売業許可証」取得店
最適な補聴器。ブラビシモライト。

ボリューム
コントロール付

デジタル補聴器
耳掛型

“無料試聴
貸出”中!

耳あな型

くだものうつわ

上山市金瓶水上6-2
Phone: 023-672-5861

各種ご贈答にも最適

上山市矢来一丁目3-18
（かみのやま温泉駅前）
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葵
の
ご
紋
に
、
ま
た
出
会
い
ま
し
た
。
浄
光
寺
の
立
派
な
山
門
を

飾
る
前
幕
に
葵
の
ご
紋
。

早
速
、
市
の
図
書
館
に
行
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
水
戸
黄
門
は

水
戸
光
圀
と
い
い
親
藩
で
あ
る
水
戸
藩
の
藩
主
、
上
山
藩
の
殿

様
は
藤
井
松
平
と
い
い
、
徳

川
家
康
と
親
戚
関
係
で
譜

代
大
名
。
月
岡
神
社
は
、
城

跡
に
藤
井
松
平
が
ま
つ
ら

れ
て
あ
り
、
浄
光
寺
は
藤
井

松
平
の
菩
提
寺
と
い
う
理

由
で
紋
は
三
つ
葉
葵
。
鈴
木

さ
ん
と
お
っ
し
ゃ
る
当
時

の
図
書
館
司
書
の
方
に
本

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
親
切
に
教
え
て
も
ら
っ

た
り
し
ま
し
た
。
わ
か
っ
た
こ
と
は
ざ
っ
と
上
の
よ
う
な
こ
と

で
す
。
新
た
な
知
見
に
大
喜
び
の
私
で
し
た
。

後
に
「
副
将
軍
と
い
う
役
職
は
な
く
、
水
戸
光
圀
は
全
国
行
脚

を
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、「
何
だ
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
か
」
と
い
う
が
っ
か
り
感
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
浄
光
寺
の
紋
も
似
て
は
い
る
も
の
の
、
葵
の
紋
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
落
ち
が
２
つ
も
続
き
ま
し
た
。
後
日
談

で
す
。

し
か
し
、
葵
の
ご
紋
を
調
べ
る
こ
と
で
徳
川
家
康
と
い
う
日

本
史
上
の
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
と
そ
の
親
戚
の
藤
井
松
平
に
出

合
え
た
こ
と
は
幸
運
な
こ
と
で
し
た
。「
管
見
の
た
の
し
み
」
の

出
会
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

管
見
の
楽
し
み
　
第
四
回

葵
の
ご
紋
と
の
出
会
い
な
ど
   

犬
石
秀
実

上
山
市
在
住

前
回
ご
紹
介
し
た
月
岡
の
西
堀
で
の
い
か
だ
乗
り
は
、
楽
し

い
遊
び
で
し
た
。い
か
だ
で
堀
に
漕
ぎ
出
し
た
浮
遊
感
、放
課
後

の
解
放
感
、
堀
に
斜
め
に
差
し
込
ん
で
く
る
初
秋
の
西
日
の
ま

ぶ
し
さ
、月
岡
様
の
ケ
ヤ
キ
の
葉
の
間
か
ら
見
え
る
青
空
。し
か

し
、私
な
り
に
罪
悪
感
も
あ
り
ま
し
た
。ど
こ
か
ら
持
っ
て
き
た

か
わ
か
ら
な
い
木
材
を
堀
に
浮
か
べ
い
か
だ
乗
り
を
す
る
な

ど
、
私
自
身
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
も
の
か
と
い
う
思
い
が

初
め
か
ら
が
あ
り
ま
し
た
。鈴
木
孫
作
校
長
に
危
険
を
諭
さ
れ
、

し
ば
ら
く
は
自
宅
謹
慎
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

季
節
は
晩
秋
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
窓
か
ら
は
庭
の
赤
い
柿

の
実
、
遠
く
蔵
王
の
峰
に
は
青
空
を
背
景
に
す
で
に
白
い
も
の

が
見
え
て
い
ま
し
た
。
自
宅
謹
慎
と
い
っ
て
も
テ
レ
ビ
く
ら
い

は
見
て
も
い
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
水
戸
黄
門
」
の
再
放
送
が

３
時
ご
ろ
か
ら
流
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
子
ど
も
が
暇
に

飽
か
せ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
番
組
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
ず
、旅
支
度
の
黄
門
さ
ま
一
行
が
宿
場
町
に
入
る
。う
っ
か

り
八
平
が
笑
い
を
取
る
。次
に
悪
代
官
が
登
場
。悪
事
の
顛
末
が

あ
り
、「
助
さ
ん
、角
さ
ん
、や
っ
て
し
ま
い
な
さ
い
!!
」
東
野
栄
治

郎
の
掛
声
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
が
あ
り
、い
い
頃
合
い
で「
こ
の
紋
所

が
目
に
入
ら
ぬ
か
」で
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
決
着
。不
正
に
対
す
る

絶
対
権
威
を
印
籠
が
持
っ
て
い
る
こ
と
に
何
か
ふ
し
ぎ
な
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。毎
回
、同
じ
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
が
気

に
入
り
、寄
り
道
も
せ
ず
急
い
で
家
に
帰
り
、ド
ラ
マ
が
始
ま
る

の
を
待
っ
た
も
の
で
し
た
。里
山
に
雪
が
降
る
こ
ろ
に
は
、「
次
回

は
、
黄
門
さ
ま
は
上
山
に
来
な
い
の
か
な
。」
と
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー

ロ
ー
の
登
場
を
楽
し
み
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

正
月
に
な
り
ま
し
た
。
初
詣
に
最
寄
り
の
神
社
で
あ
る
月
岡

神
社
へ
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。
賽
銭
、
鈴
を
鳴
ら
す
、
二

礼
二
拍
手
一
礼
、と
一
連
の
所
作
を
滞
り
な
く
行
い
、ほ
っ
と
し

て
石
段
を
下
り
社
殿
の
方
を
振
り
返
る
と
、
紫
の
神
前
幕
の
紋

が
目
に
入
り
ま
し
た
。「
お
お
、あ
の
葵
の

ご
紋
。
黄
門
さ
ま
が
上
山
に
来
た
の
か
」

な
ど
と
喜
ぶ
の
は
も
の
を
知
ら
な
い
私

だ
け
で
し
ょ
う
。
月
岡
神
社
の
葵
の
ご
紋

の
発
見
の
喜
び
が
冷
め
や
ら
ぬ
帰
り
道
、
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有限会社

山上企画

大崎金型

ワイヤーカット加工による金型部品加工
金 型 ・ 治 工 具 設 計 製 作

有限会社

浄
桜
君
（
松
平
信
寶
）
御
長
女
山
内
遠
江
守
豊
福
の
夫
人

典
子

�
�
�

の
方
御
遺
書

※
こ
の
解
読
の
読
み
下
し
文
章
は
、こ
れ
ま
で
の
文
献
資
料
に
あ

る
も
の
と
異
な
る
。
初
め
て
目
に
し
た
。
Ｐ
一
七
二
と
あ
る
が
、

何
と
い
う
出
典
か
ら
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
か
が
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
添
付
資
料
コ
ピ
ー
に
は
、《
こ
の
御
書
浄
桜
君（
信
寶
）
御ミ

つ
か
ら
毛
利
敬
太
郎
某
娘
へ
給
ハ
り
、
今
に
所
持
す
る
と
い
ふ
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
出
典
は
、
何
か
ら
の
コ
ピ
ー
か
わ
か
ら
な
い
で
い
る
。
読

み
下
し
や
遺
書
の
所
在
が
書
い
て
あ
る
の
は
、
寺
尾
英
量
稿
本

と
お
な
じ
で
あ
る
が
…
？

ま
た
、
寺
尾
英
量
稿
本
に
は
、
信
寶
が
直
接
毛
利
孫
平
治
の
娘

某
へ
賜
は
り
、
と
上
山
藩
戊
辰
の
役
後
始
末
録
に
は
記
述
さ
れ
て

い
る
。

父
信
寶
が
毛
利
氏
の
娘
に
給
わ
る
と
あ
る
。
毛
利
孫
平
治
と
毛

利
敬
太
郎
は
、
親
と
子
。
娘
と
は
？

・
信
寶
は
明
治
五
年
三
月
七
日
逝
去
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
前
に
毛

利
家
の
娘
に
渡
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、こ
の
遺
書
は
、ど
の
よ
う
な

経
緯
か
ら
上
山
小
学
校
に
い
っ
た
の
か
、上
山
小
学
校
の
図
書
室
の

本
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、は
っ
き
り
し
て
い
る
。

◎
こ
の
遺
書
の
解
読
さ
れ
た
読
み
く
だ
し
文
の
中
に
は
、
典
子
夫
妻

の
二
人
の
娘
の
く
に
・
と
よ
の
名
前
が
あ
る
。

６
．
典
子
遺
書
に
あ
る
二
人
の
娘
の
名
前
「
く
に
・
と
よ
」
が
あ
る

文
献
は
、こ
の
添
付
資
料
解
読
文
の
ほ
か
「
上
山
町
史
」
が
初
見
。

・
山
内
莞
爾
著
（
上
山
市
史
資
料
集
12
昭
和
50
年

・
寺
尾
英
量
稿
本（
上
山
市
史
資
料
集
22
昭
和
52
年

・
木
村
清
三
郎
著
（
月
刊
か
み
の
や
ま
）
平
成
19
年

（
こ
の
項
つ
づ
く
）

※
編
集
部
か
ら
の
お
詫
び
と
訂
正

前
号
に
お
い
て
宮
尾
登
美
子
著
「
菊
籬
」
の
ル
ビ
を
「
き
く
り
」
と
表
記
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、「
き
く
ま
が
き
」
が
正
し
い
表
記
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

板
 垣
 和
 男

（
文
芸
愛
好
家
・
上
山
在
住
）

「
山
内
典
子
遺
書
」の
謎
【
第
二
回
】

本
号
で
は
「
山
内
典
子

�
�
�

遺
書
」
が
市
の
文
化
財
指
定
に
至
る
ま
で

の
お
お
ま
か
な
流
れ
を
纏
め
て
い
ま
す
。

⑶
  山
内
典
子
遺
書
（
典
籍
）
市
文
化
財
指
定

１
．
上
山
市
文
化
財
指
定
物
件
　

（
１
）
指
定
番
号
　
　
　
市
宝
第
七
七
号

（
２
）
種
　
別
　
　
　
　
典
　
籍

（
３
）
名
　
称
　
　
　
　
山
内
　
典
子
　
遺
言
書

（
４
）
所
在
地
　
　
　
　
上
山
市
元
城
内
六
番
一
号

（
当
時
の
市
民
会
館
内
。こ
こ
に
市
立
図
書
館
併
設
）
　

（
５
）
所
有
者
　
　
　
　
上
山
市

（
６
）
所
有
者
の
住
所
　
上
山
市
河
崎
一
丁
目
一
番
十
号

２
．
上
山
市
教
育
委
員
会
告
示
第
十
一
号

上
山
市
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
十
月
条
例
第
二
七

号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
上
山
市
文
化
財
と
し
て
指
定

す
る
。
平
成
二
年
八
月
二
三
日

３
．
文
化
財
調
査
会
へ
の
推
薦
調
書

平
成
二
年
三
月
二
八
日
調
査
会
へ

の
資
料

『
土
佐
 山
内
豊
福
夫
人
典
子
遺
書
』
典
子
は
上
山
藩
主
藤
井

松
平
氏
十
四
代
信
寶
息
女
（
十
五
代
信
庸
の
姉
）

山
内
摂
津
守
豊
福
は
、土
佐
藩
山
内
家
の
分
家
で
、代
々
江
 戸
守

府
で
一
万
三
千
石
の
家
柄
で
あ
る
。

夫
人
典
子
は
藤
井
松
平
氏
の
出
で
あ
る
。戊
辰
正
月
三
日
慶
喜
侯

の
上
洛
を
、
薩
・
長
・
土
三
藩
で
、
こ
れ
を
遮
り
伏
見
の
事
変
が

起
こ
る
。
慶
喜
は
江
戸
城
に
帰
り
、
江
戸
在
中
の
大
名
を
江
戸
城

に
招
集
し
て
、全
員
の
面
前
で
そ
れ
を
詰
責
さ
れ
、面
目
を
失
し
た
。

自
邸
で
潔
く
屠
腹
し
て
陳
謝
し
よ
う
と
決
意
、
夫
人
と
共
に
自
刃

し
た
が
、
そ
の
時
に
書
き
残
し
た
遺
書
（
夫
人
直
筆
）
で
あ
る
。
 

信
庸（
弟
）に
遺
言
書
を
認
め
、
身
辺
を
整
理
し
取
り
乱
し
た
こ

と
も
な
く
、
同
十
四
の
夜
、
夫
婦
共
に
自
刃
」
し
た
。

※
物
件
の
概
略
に
つ
い
て
説
明

４
．
推
薦
の
理
由
又
は
意
見

本
遺
書
は
、
上
山
外
史
の
資
料
と
し
て
、
ま
た
慌
た
だ
し
い
政
変
　

の
な
か
で
そ
の
裏
面
史
の
資
料
と
し
て
明
治
維
新
の
貴
  重
な
典
籍

で
あ
る
。

平
成
二
年
六
月
二
八
日

典
籍
と
し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う
推
薦

す
る
。
　
推
薦
者
氏
名
　
井
上
 啓
 氏

５
．
添
付
資
料

遺
品
コ
ピ
ー

解
読
書
一
通
 別
添
コ
ピ
ー
 Ｐ
一
七
二
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「
上
山
小
学
校
の
運
動
会
」
  　
　
　
　
２
０
２
３
．10

〈
ま
り
入
れ
競
争
〉
が
大
好
き
で
す
。
今
年
学
校
は
、
コ
ロ
ナ
と
猛
暑

対
策
で
大
変
な
よ
う
で
す
。

私
が
小
学
生
の
頃
は
春
夏
二
回
あ
り
ま
し
た
。
春
は
「
春
季
大
運
動

会
」
、
秋
に
は
「
秋
季
大
運
動
会
」
の
文
字
看
板
が
校
舎
三
階
の
窓
に

大
き
く
掲
示
さ
れ
、そ
れ
を
見
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
は
た
め
く
万
国
旗
に
も
。今
で
も
そ
の
思
い
出
が
蘇
り
ま
す
。

一
年
生
か
ら
何
年
間
か
、〝
春
季
（
シ
ュ
ン
キ
）
〟
と
〝
秋
季
（
シ
ュ

ウ
キ
）
〟
の
読
み
分
け
が
出
来
ず
、
毎
年
運
動
会
の
度
に
読
み
惑
う

子
供
で
し
た
。

〈
お
知
ら
せ
〉
お
城
の
か
か
し
茶
屋
・
駅
観
光
案
内
所
で
、
カ
ラ
ー
の
絵
を
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
日
に
彼
の
武
田
さ
ん
は
、
母
親
の
生
ま
れ
た
家
の
家
系
図
を

持
参
し
て
来
ら
れ
、見
せ
て
下
さ
っ
た
。そ
れ
に
は
訳
が
あ
り
そ
う

だ
っ
た
。

明
治
以
前
に
は「
平
民
」と
い
わ
れ
る
人
た
ち
に
は
名
字
は
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
黒
森
の
彼
の
母
親
の
家
に
は
江
戸
時
代
に

「
金
子
」
と
い
う
名
字
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
武
田
さ
ん
は
そ
れ
を

私
に
見
せ
た
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
理
由
を
彼
は
詳
し
く
話
さ
れ
た

り
は
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
時
の
顔
に
は
「
誇
り
」
が
み
え
た
。

私
は
そ
れ
の
理
由
を
あ
れ
こ
れ
と
察
し
て
み
た
。そ
の
一
つ
が「
黒

森
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
近
く
に
は
「
金
」
が
出
る
鉱
山
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
「
金
」
と
い
う
文
字
を
「
カ
ネ
」
と

読
ま
せ
、
自
分
た
ち
は
そ
の
「
金
の
子
」
で
あ
る
と
い
っ
て
「
金
子
」

と
い
う
名
字
を
名
乗
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
ん
な
憶
測
を
し
た
。

私
の
住
む
村
に
は
金
沢
鉱
山
と
い
う
金
山
が
あ
っ
た
。
そ
の
鉱
山

か
ら
出
る
金
に
よ
っ
て
最
上
義
光
公
が
山
形
の
城
を
築
い
た
と
い
う

話
が
残
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
義
光
公
は
こ
の
金
山
で
働
く
人
の

一
部
の
人
を
平
民
よ
り
も
高
い
地
位
に
つ
か
せ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
、そ
ん
な
気
が
し
た
の
で
あ
る
。と
い
っ
て
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で

も
私
の
勝
手
な
思
い
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
武
田
さ
ん
の
顔
に
は
そ

ん
な
私
の
思
い
が
映
っ
て
い
た
。

と
い
っ
て
も
「
金
子
」
と
い
う
姓
は
黒
森
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な

い
。
山
口
県
出
身
の
有
名
な
童
謡
詩
人
の
金
子
み
す
ゞ
と
い
う
人
も

い
る
し
、そ
ち
こ
ち
に
い
る
。だ
か
ら
そ
れ
ら
の
人
の
祖
先
の
住
ん
で

い
た
と
こ
ろ
に
は
み
ん
な
金
山
が
あ
っ
た
の
か
、
な
ど
と
問
わ
れ
れ

ば
私
に
は
答
え
る
こ
と
ば
は
な
い
が
、し
か
し
、あ
の
よ
う
な
山
奥
の

村
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
「
財
力
」
が
あ
れ
ば
「
平
民
」
で
は
な
い
人

が
お
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
そ
ん
な
思
い
が
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
地
元
の
財
力
が
今
は
み
ん
な
失
わ
れ
「
金
」

で
は
な
く
て
「
原
子
」
が
「
財
力
」
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
て
、
こ
れ
が
人
の
命
を
危
ぶ
ん
で
い
る
様
を
見
て
い
る
と
、

次
に
必
要
で
か
つ
求
め
る
べ
き
も
の
と
は
何
だ
ろ
う
と
、
し
ん
み
り

と
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
ら
れ
る
。

八
月
一
日
、
東
京
農
業
大
学
の
教
官
で
あ
っ
た
宮
田
さ
ん
が
わ
が

家
に
来
訪
さ
れ
た
。
学
生
の
と
き
に
も
三
～
四
人
の
仲
間
と
来
ら
れ

た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
日
と
同
じ
日
に
ま
た
訪
ね
て
み
た
く
な
っ

て
来
ら
れ
た
、と
言
っ
て
い
た
。あ
の
時
は
夏
蚕
の
繭
出
し
の
作
業
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
私
の
記
憶
に
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
。
彼

も
ま
た
そ
の
時
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
た
。

そ
の
時
の
彼
の
仕
事
ぶ
り
の
マ
ジ
メ
さ
が
私
の
頭
に
い
ま
だ
よ

く
残
っ
て
い
る
。対
し
て
あ
と
の
二
～
三
人
の
学
生
は
彼
と
は
ま
っ
た

く
違
っ
て
、
手
も
足
も
ろ
く
に
動
か
さ
な
い
人
た
ち
ば
か
り
で
あ
る

こ
と
も
忘
れ
て
い
な
い
。

宮
田
さ
ん
は
そ
の
よ
う
に
マ
ジ
メ
な
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
学
に

残
っ
て
教
官
に
な
れ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
教
官
に
な
っ
て
か
ら
も

大
学
の
バ
ス
で
二
〇
人
ほ
ど
の
学
生
を
連
れ
て
わ
が
家
に
来
ら
れ
、

稲
刈
り
の
作
業
の
実
習
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
午
前
に
そ
れ
を
行

い
、昼
は
芋
煮
を
食
べ
、そ
の
あ
と
私
が
一
時
間
ほ
ど
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
。し
か
し
学
生
た
ち
の
感
想
は
私
の
話
よ
り
も
、そ
の
時
芋
煮
を

作
っ
て
く
れ
た
二
人
の
村
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
の
話
の
方
が
面
白
く
楽

し
か
っ
た
、
と
い
う
手
紙
が
届
い
た
。

ま
ず
、そ
れ
は
余
談
で
あ
っ
て
、宮
田
さ
ん
と
は
そ
の
よ
う
な
長
い
お

付
き
合
い
が
あ
る
人
だ
と
い
う
こ
と
で
本
題
は
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
。

宮
田
さ
ん
は
大
学
の
方
は
定
年
に
な
っ
て
退
職
さ
れ
、
今
は
中
山

間
地
の
地
域
づ
く
り
の
仕
事
を
な
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
。

隣
村
の
長
谷
堂
に
大
学
で
の
教
え
子
で
あ
っ
て
、
そ
の
武
田
さ
ん
と

同
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

武
田
さ
ん
の
母
親
は
昭
和
の
町
村
合
併
ま
で
は
私
と
同
じ
山
元
村

の
黒
森
と
い
う
集
落
の
人
で
、
隣
村
の
長
谷
堂
の
武
田
家
に
嫁
い
だ
。

私
よ
り
ひ
と
つ
年
上
で
あ
る
か
ら
、
私
は
彼
女
の
こ
と
は
よ
く
知
っ

て
い
る
。

黒
森
と
い
う
集
落
は
、
わ
が
家
の
前
の
道
を
黒
森
山
の
裾
に
お
よ

そ
二
・
五
キ
ロ
ほ
ど
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
の
山
奥
に
あ
る
。
十
二
戸
だ

け
の
小
さ
な
集
落
だ
っ
た
。
そ
れ
が
高
度
経
済
成
長
と
い
わ
れ
た
時

代
に
み
ん
な
村
か
ら
下
り
て
し
ま
っ
て
、
今
は
そ
こ
に
人
は
住
ん
で

い
な
い
。

そ
の
集
落
に
は
「
金
子
」
と
い
う
名
字
の
家
が
六
戸
あ
っ
た
。
ほ
か

に
寒
河
江
が
三
戸
、
小
関
が
二
戸
、
長
橋
が
一
戸
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

な
か
で
「
金
子
」
と
い
う
家
は
い
ず
れ
も
大
き
な
家
で
あ
っ
た
。
あ
の

よ
う
な
山
奥
の
集
落
に「
ど
う
し
て
」と
思
わ
せ
る
よ
う
な
立
派
な
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
家
の
住
人
た
ち
は
み
ん
な
優
れ
た
頭
脳
の

持
ち
主
で
も
あ
っ
た
。
　

そ
れ
の
理
由
を
私
は
考
え
て
み
た
り
調
べ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、

金
子
と
い
う
名
字
の
人

佐
藤
藤
三
郎

（
著
述
業
　
農
業
）
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上
山
市
観
光
課

〇
二
三（
六
七
二
）一
一
一
一

上
山
市
観
光
物
産
協
会

〇
二
三（
六
七
二
）〇
八
三
九

か
み
の
や
ま
温
泉
旅
館
組
合

〇
二
三（
六
七
二
）一
四
五
六

上
山
市
立
図
書
館

〇
二
三（
六
七
七
）〇
八
五
〇

上
山
城
郷
土
資
料
館

〇
二
三（
六
七
三
）三
六
六
〇

Ｊ
Ｒ
か
み
の
や
ま
温
泉
駅

〇
五
〇（
二
〇
一
六
）一
六
〇
〇

蔵
王
坊
平
観
光
協
議
会
　
〇
二
三（
六
七
九
）二
三
一
一

蔵
王
猿
倉
観
光
協
議
会
　
〇
二
三（
六
七
九
）二
二
一
一

山
交
ハ
イ
ヤ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）一
六
一
六

観
光
タ
ク
シ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）二
三
二
三

上
山
タ
ク
シ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）一
一
二
二

上
山
レ
ン
タ
カ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）四
一
九
〇
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栗
川
稲
荷
神
社

上
山
市
松
山
一
ー
一
ー
五
二
鎮
座

社
務
所
☎
〇
二
三
（
六
七
二
）
三
五
二
〇

御
祭
神
　
稲
倉
魂
命

元
旦
祭

一
月
一
日

例
大
祭
　
四
月
二
十
三
日

月
例
祭
　
二
十
三
日

由
緒
沿
革

栗
川
稲
荷
神
社
は
備
中
国
庭
瀬
の
城
主

松
平
信
通
公
が
城
中
守
護
神
と
し
て
奉
祠

さ
れ
、
厚
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
お
社
で
あ

り
ま
す
。

元
禄
十
年
九
月
出
羽
国
上
山
に
国
替
を

命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
松
平
家
の
守
護
神
と

し
て
城
内
に
社
殿
を
造
り
固
い
信
仰
を
捧

げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

大
政
奉
還
の
後
は
現
在
地
の
松
山
高
台

に
勧
請
鎮
座
を
致
し
、
年
を
重
ね
る
毎
に

県
内
は
も
ち
ろ
ん
県
外
よ
り
の
多
く
の
参

拝
者
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

窮
屈
な
休
憩
室

◆
 上
山
藩
の
幕
末
66

編
集
子

し
ろ
い
し
「
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
聴
い
た

岩
倉
具
視
の
怖
〜
い
話

慶
応
４（
１
８
６
８
）年
５
月
３
日
、奥
羽
列

藩
同
盟
が
結
成
さ
れ
る
と
、同
盟
は
す
か
さ
ず

公
議
府
を
白
石
城
、
軍
事
局
を
福
島
の
長
楽
寺

に
置
い
た
。
だ
い
ぶ
前
の
こ
と（
２
０
１
７
年
）

に
な
る
が
、そ
の
公
議
府
が
置
か
れ
た
白
石
の

モ
ダ
ン
な
文
化
施
設
・
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で

開
催
さ
れ
た
「
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
今
な
お

脳
裡
を
か
す
め
る
と
き
が
あ
る
。
あ
ま
り
に
も

衝
撃
的
な
内
容
を
含
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
と
き
特
に
驚
い
た
の
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
理

事
待
遇
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
松
平
定
知
氏
と
大
阪
城

天
守
閣
館
長
北
川
央
氏
の
対
談
だ
。
そ
の
な
か

で
北
川
央
氏
の
口
か
ら
語
ら
れ
た「
岩
倉
具
視
」

に
つ
い
て
の
話
で
あ
っ
た
。

「
岩、
倉、
具、
視、
は、
、、
武、
力、
倒、
幕、
派、
の、
中、
心、
人、
物、
で、

あ、
り、
な、
が、
ら、
、、
奥、
羽、

越、
列、
藩、
同、
盟、
に、
も、
薩、

摩、
・、
長、
州、
を、
討、
ち、
果、

た、
す、
べ、
く、
《、
檄、
》、
を、

飛、
ば、
し、
て、
い、
た、
」
と
い
う
の
だ
。

「
え
っ
！
 ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？
」
わ
た
し

は
心
底
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
　
　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
参
内
を
許
さ
れ
な
い
下
級

公
家
の
ひ
と
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
岩
倉
具
視

は
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
い
ま
だ
に

孝
明
天
皇
の
暗
殺
を
謀
っ
た
陰
の
人
物
＝
首
謀

者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
一
つ
を
考

え
て
み
て
も
、
岩
倉
具
視
は
武
力
倒
幕
後
、
天

皇
を
中
心
と
し
た
政
治
（
語
義
通
り
の
尊
皇
）、

あ
る
い
は
薩
摩
・
長
州
を
中
軸
と
す
る
政
権
の

樹
立
を
本
気
で
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
幕
府
を
倒
す
た

め
に
薩
摩
・
長
州
を
利
用
し
、
自
ら
の
野
望
の

た
め
に
孝
明
天
皇
の
暗
殺（
嫌
疑
濃
厚
）ま
で
企

て
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、な
ん
と
倒
幕
派
に
と
っ

て
真真
逆真
の真
勢真
力真
で
あ
る
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
対

す
る
《
檄
》
も
、
な
ん
ら
た
め
ら
う
こ
と
な
く

飛
ば
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

な
ん
と
も
恐
ろ
し
や
、
岩
倉
具
視
！

*　
　
　
*　
　
　
*

そ
う
い
え
ば
、
直
木
賞
作
家
中
村
彰
彦
氏
の
新
著

『
孝
明
天
皇
毒
殺
説
の
真
相
に
迫
る
』（
中
央
公
論
新

社
・
２
０
２
３
年
８
月
21
日
刊
）
が
結
構
売
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
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